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河川・みなと振興課



⚫今後発生の予測される自然災害について、その被害の及ぶ範囲、被害

の程度、避難場所などを示した『災害（被害）予測図』のことです。

⚫地震、津波、高潮、洪水、土砂災害、ため池、火山噴火、原子力など、

災害の種類に応じた災害予測図を行政が作成しています。

【ハザードとは】

・危険度合・範囲

・危険の要因

地図情報

避難に
関する情報

ハザード
情報

ハザードマップ

ハザードマップとは
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洪水ハザードマップについて

⚫洪水時に避難する場所や、注意すべき箇所などを

まとめたものです。

⚫災害は、いつ発生するか分かりません。

いざという時に落ち着いて行動できるように、ハザード

マップを使って、家族や地域で話し合いましょう。

◆災害時に危険となる場所はどこなのか？

◆どんなときに避難すれば良いのか？

◆どこに避難するのか？
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⚫近年の度重なる災害を受けて、平成27年の水防法改正により、

これまでの洪水浸水想定区域が見直されました。

⚫今回の見直しによって、想定しうる最大規模の洪水により、浸水

が想定される区域と深さ、家屋の倒壊をもたらすような氾濫の発

生が想定される区域が、国や県から公表されました。

河川名 これまでの浸水想定区域 今回見直された浸水想定区域

国河川：大分川水系
大分川

七瀬川

賀来川

大分川流域の

48時間 総雨量 530mm

大分川流域の

48時間 総雨量 911mm

国河川：大野川水系
大野川

乙津川

判田川

立小野川

大野川流域の

48時間 総雨量 485mm

大野川流域の

48時間 総雨量 798mm

洪水浸水想定区域の見直し
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出典：大分川と大野川の「水防災意識社会の再構築」に
向けた取り組みについて（大分河川国道事務所）

今回見直された
浸水想定区域

これまでの
浸水想定区域
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⚫ 降雨量 約1.7 倍

⚫ 流量 約２倍

⚫ 浸水面積 約２倍

⚫ 浸水の深さ 約1.7倍

これまでと比較すると
【国河川】大分川、大野川では

洪水氾濫規模は 約2倍



地図面情報面
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洪水ハザードマップ （令和元年7月更新）



どのような危険があるか？危険な場所を知る

⚫自分が住んでいる地域に、どのような災害の危険があるか、また、

危険な区域や場所はどこか、普段から確認しておくことが大切です。

⚫洪水ハザードマップでは、「想定される浸水区域・浸水深」や

「家屋が倒壊するおそれがある区域」により「早期の立退き避難が

必要な区域」が確認できます。

6/18



⚫ テレビ・ラジオ･･･最新の気象情報、災害情報、避難情報

⚫ インターネット･･･リアルタイムの雨量や水位、自治体からの緊急情報

⚫ 大分市防災メール･･･事前登録しておけば、外出先でも災害・緊急情報

などをメールで受け取ることができます。

緊急安全確保避難指示高齢者等避難

大分市から発令される避難情報

危険を感じたら、早めの避難を！

避難のタイミング どんなときに避難するか？
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命を守る避難行動 どこに避難するか？

逃げ遅れた場合には「屋内安全確保」を！

⚫近くの丈夫な建物（鉄筋コンクリート造）

⚫自宅の２階以上（浸水深3m未満の場合）

※自宅の周辺がすでに増水していたり、
夜間で視界が悪く、屋外に出るとさらに危険な場合。

洪水は「立退き避難」が基本！

⚫被害が発生する前に、浸水想定区域の外にある

緊急避難場所などの安全な場所に避難する。

緊急避難場所

災害時危険を回避するために

一時的に避難する場所

避難所

避難生活を送るための施設
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今回作成するハザードマップ

⚫ A1サイズ（841mm×594mm）

⚫ 両面印刷（情報面・地図面）

⚫ 原案10枚

⚫ 縮尺1/10,000

⚫ 大分市の河川沿いを10地区に分割
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地図面

１

浸水想定区域が重なる

場合には、浸水の深い

方を表示しています。

浸水想定区域（想定最大規模）1/2

11/18

河川名

国
河
川

大分川・七瀬川・賀来川

大野川・乙津川
判田川・立小野川

県
河
川

七瀬川

祓川

住吉川

米良川

尼ケ瀬川

原川

今堤川

大野川

北鼻川

河原内川

戸次古川

丹生川・尾田川・屋山川

小猫川

志生木川



地図面

１ 浸水想定区域（想定最大規模）2/2
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地図面

２ 過去に浸水した区域
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地図面

３ 避難時の危険箇所

⚫洪水と同時に注意が必要な災害と

して、土砂災害の危険箇所を記載

しています。

⚫アンダーパス・地下道は、交差す

る鉄道や道路の下を通過するため、

周辺の地面よりも低くなっており、

道路冠水に注意が必要です。
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地図面

４ 記載施設
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⚫災害から命を守るためには、普段から自分の住んでいる地域に

「どのような災害が想定されているか」

「どのような避難行動をとれば良いか」

「どのタイミングで避難行動をとることが望ましいか」

を正しく知っておくことが重要です。

【最後に】ハザードマップの活用について

ハザードマップで、これらの情報を確認し、さらに･･･

⚫ 地域の避難訓練に参加する（コミュニティの形成＝共助）

⚫ 実際に避難場所まで歩いてみる（夜間の避難も･･･）

⚫ 高齢者等の要支援者の避難（市で災害時要援護者台帳の作成を進めて

いますが、災害時に最も早い支援となるのは近隣地域の支え合い）

⚫ 大雨時の情報伝達の確認（停電したとき･･･）
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おおいた洪水ハザードアプリのご紹介
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